
育苗プラント用野菜播種機の性能

(農試技術部)

1.背 景とねらい

本県の野菜生産が順調に伸びている中で、機械化による省力化が求められているが、

移植 ・収穫の機械化と共に合理的な苗供給体制の確立が強く望まれてきている。

現在、共同育苗での使用を目的に、フ
°
ラント用野菜播種機が市販されているが、その

性能について検討したので指導上の参考に供する。

2.技 術の内容

(1)育 苗ポット

トレイは専用のものを用い、水稲育首箱にセッ トして使用する。なお、三菱の

土詰め機 ・播種機は発泡スチロール製の トレイを使用する。

(2)供 試播種機の種類

供試播種機は、野菜播種専用のもの (クボタ、三菱 :コ ート種子専用)、 野菜
・花井用のもの (ヤンマー:裸、ヨート種子兼用)、 野菜 ・花井 ・水稲用のもの

(ヰセキ:裸種子専用)で ある。いずれも床土詰め、播種、覆土、濯水の作業を
一貫して行うことが出来る。

(3)作 業能率

10a当 たり作業時間は、ヤンマー真空吸着方式で18.7分、キセキ真空ノズル

方式で16.3分、クボタロ皿方式で12.6分、三菱ロール方式で25.5分と、手作業 (

播種板使用)の 1/5～1/7である。

(4)作 業精度

ア.播 種位置

ヤンマー真空吸着方式では、溝付け部の形状が円錐台形状であるため、やや中

心からズレるものの、76%～ 88%の 精度で、ほぼ中心部に播種出来る。

キセキ真空ノズル方式では、進行方向に対してややズレる傾向を示すが、平均

で0.22cElと、許容範囲にあった。横ズレはほとんど無く、ほぽ中心位置に播種出

来る。

クボタロ皿方式では、中心位置からのズレは平均で0.31cmであり、大きなズレ

はみられない。

三菱ロール方式では、中心位置からのズレは平均で0.18cmであり、ほぼ中心位

置に播種出来る。
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3 .

イ・播種精度

ヤンマー真空吸着方式では、コート種子の播種精度は実用性が充分であるが、

レタスの裸種子において 5,0%程度の欠林と 5,5%程度の2粒 播きがみられた。

キセキ真空ノズル方式では、レタスの裸種子において 2.0%程度の欠林と11.0

%程 度の2粒播きが見られた。

クボタ自皿方式と三菱ロール方式では、Lコ ート種子の 1粒播種率がそれぞれ

99,4%、99。げ%と 高い性能を持つ (表6)。

指導上の留意事項

(1)真 空播種機ヤンマー真空吸着方式とキセキ真空ノズル方式において裸種子を使用

する場合は、精選したもの1を選ぶ必要がある。

(2)機 種によつては高価なため、導入にあたつては、適正な試算を行つた上で組織的

活用を採ることが望ましい。
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